
(57)【要約】

【課題】電機子巻線に電流を流す際に発生する積層コア

の振動音の伝達を抑え、静粛性を備えた偏向走査装置を

提供すること。

【解決手段】積層されたステータコアに電機子巻線が巻

装されこの前記電機子巻線に励磁を行うために設けられ

た通電用ピンを備えた積層コア組を、軸受ハウジングを

位置決め支承された実装基板に有し、前記軸受ハウジン

グを中心として前記積層コア組と径方向に対向する駆動

用永久磁石を内側に有した回転可能な回転子であり、且

つ、レーザ光を偏向するための回転多面鏡を備えた偏向

走査装置において、前記積層コア組は、前記通電用ピン

のみで、前記実装基板に固定されていることを特徴とし

ている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 積 層 さ れ た ス テ ー タ コ ア に 電 機 子 巻 線 が 巻 装 さ れ こ の 前 記 電 機 子 巻 線 に 励 磁 を 行 う た め
に 設 け ら れ た 通 電 用 ピ ン を 備 え た 積 層 コ ア 組 を 、 軸 受 ハ ウ ジ ン グ を 位 置 決 め 支 承 さ れ た 実
装 基 板 に 有 し 、 前 記 軸 受 ハ ウ ジ ン グ を 中 心 と し て 前 記 積 層 コ ア 組 と 径 方 向 に 対 向 す る 駆 動
用 永 久 磁 石 を 内 側 に 有 し た 回 転 可 能 な 回 転 子 で あ り 、 且 つ 、 レ ー ザ 光 を 偏 向 す る た め の 回
転 多 面 鏡 を 備 え た 偏 向 走 査 装 置 に お い て 、
　 前 記 積 層 コ ア 組 は 、 前 記 通 電 用 ピ ン の み で 、 前 記 実 装 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 偏 向 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 機 子 巻 線 に 励 磁 を 行 う た め の 通 電 用 ピ ン を 備 え た 前 記 積 層 コ ア 組 に お い て 、 前 記
積 層 コ ア 組 は 、 防 振 部 材 を 介 し て 前 記 固 定 子 又 は 実 装 基 板 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 偏 向 走 査 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ー ザ ビ ー ム プ リ ン タ ー 等 に 用 い ら れ 、 レ ー ザ ビ ー ム を 偏 向 走 査 す る た め の
偏 向 走 査 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 こ の 種 の 偏 向 走 査 装 置 で は 、 印 字 の 高 速 化 と 共 に 静 粛 性 が 求 め ら れ て い る 。 こ の
静 粛 性 を 損 な う 要 因 の １ つ と し て ス キ ャ ナ モ ー タ の 駆 動 音 が 挙 げ ら れ る 。 ス キ ャ ナ モ ー タ
が 引 き 起 こ す 駆 動 音 は 主 に 光 学 多 面 鏡 が 回 転 時 発 生 す る 、 風 切 音 の 他 に 電 機 子 巻 線 に 電 流
を 流 す 際 に 発 生 す る 積 層 コ ア の 振 動 音 が 挙 げ ら れ る 。 前 述 の 積 層 コ ア の 振 動 音 は 、 モ ー タ
起 動 時 の 引 き 込 み 音 、 回 転 時 の 電 磁 音 、 低 速 時 に お い て 発 生 す る コ ギ ン グ 音 と な り 、 前 記
積 層 コ ア 組 の 振 動 が ハ ウ ジ ン グ 、 実 装 基 板 、 光 学 箱 に 伝 わ り 、 共 振 又 は 共 鳴 を 起 こ す 。 こ
の 問 題 を 回 避 す る た め に は 、 振 動 体 を 他 の 部 材 と 接 触 面 積 を 必 要 最 小 限 に 留 め る こ と 、 或
は 、 防 振 材 を 介 し て 直 接 接 触 さ せ な い こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 図 ６ は 、 モ ー タ 振 動 が 外 部 に 伝 搬 し て 大 き な 振 動 騒 音 を
引 き 起 こ す こ と を 防 止 或 は 抑 制 可 能 な モ ー タ の 取 付 機 構 を 提 案 防 止 す る こ と を 表 わ し た 図
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 モ ー タ １ ０ １ の ス テ ー タ ア セ ン ブ リ １ ０ ２ の 構 成 要 素 で あ る モ ー タ
フ レ ー ム １ ２ ２ は 、 そ の 外 周 に 形 成 し た 環 状 フ ラ ン ジ １ ２ ３ が 支 持 基 板 １ １ ０ の 側 に 締 結
固 定 さ れ て い る 。 支 持 基 板 １ １ ０ に は 、 振 動 伝 搬 抑 制 部 で あ る 、 下 方 に 開 口 し た コ 字 状 断
面 部 分 １ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 支 持 基 板 １ １ ０ の 外 周 側 の 部 分 が レ ン ズ ユ ニ ッ ト １ １ １
の ユ ニ ッ ト ケ ー ス １ １ ２ の 側 に 締 結 固 定 さ れ て い る 。 モ ー タ １ ０ １ で 発 生 し た 振 動 は 、 モ
ー タ フ レ ー ム １ ２ ２ 及 び 支 持 基 板 １ １ ０ を 介 し て レ ン ズ ユ ニ ッ ト １ １ １ の 側 に 伝 播 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ の 伝 播 経 路 の 途 中 に は コ 字 状 断 面 部 分 １ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の 部
分 に お い て 、 モ ー タ 振 動 、 特 に そ の 縦 波 成 分 が 吸 収 或 は 低 減 さ れ る 。 従 っ て 、 モ ー タ 振 動
が 外 部 部 材 で あ る レ ン ズ ユ ニ ッ ト １ １ １ の 側 に 伝 播 す る こ と 効 果 的 に 抑 制 或 は 防 止 で き る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ０ ３ ２ ９ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で は 、 以 下 の よ う な 課 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ ． 振 動 の 吸 収 で き る 方 向 が ス ラ ス ト 方 向 の み で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ２ ． 積 層 コ ア か ら ユ ニ ッ ト ケ ー ス ま で の 部 品 点 数 が 多 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ３ ． こ の 構 成 を 用 い る た め に は モ ー タ 下 部 （ ス テ ー タ ア セ ン ブ リ 、 モ ー タ フ レ ー ム ） が
特 殊 な 形 状 を 成 す こ と を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 振 動 は 吸 収 で き ず 、 部 品 点 数 が 多 く コ ス ト 的 に 割 高 と な り 、
部 品 が 特 殊 な 形 状 で あ っ て 混 沌 と な り 、 汎 用 性 に 乏 し い 等 の 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 電 機 子 巻 線 に 電 流 を 流 す 際 に 発 生 す る
積 層 コ ア の 振 動 音 の 伝 達 を 抑 え 、 静 粛 性 を 備 え た 偏 向 走 査 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 積 層 さ れ た ス テ ー タ コ ア に 電 機 子 巻
線 が 巻 装 さ れ こ の 前 記 電 機 子 巻 線 に 励 磁 を 行 う た め に 設 け ら れ た 通 電 用 ピ ン を 備 え た 積 層
コ ア 組 を 、 軸 受 ハ ウ ジ ン グ を 位 置 決 め 支 承 さ れ た 実 装 基 板 に 有 し 、 前 記 軸 受 ハ ウ ジ ン グ を
中 心 と し て 前 記 積 層 コ ア 組 と 径 方 向 に 対 向 す る 駆 動 用 永 久 磁 石 を 内 側 に 有 し た 回 転 可 能 な
回 転 子 で あ り 、 且 つ 、 レ ー ザ 光 を 偏 向 す る た め の 回 転 多 面 鏡 を 備 え た 偏 向 走 査 装 置 に お い
て 、 前 記 積 層 コ ア 組 は 、 前 記 通 電 用 ピ ン の み で 、 前 記 実 装 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特
徴 と し て い る 。 尚 、 前 記 実 装 基 板 へ の 通 電 用 ピ ン の 固 定 固 定 方 法 は 、 半 田 付 け の み で も 構
わ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て モ ー タ の 起 動 を 行 う と 、 電 流 を 流 す 際 に 積 層 コ ア 組 の 振 動 が 発 生 す る
。 し か し な が ら 、 電 機 子 巻 線 に 発 生 す る 積 層 コ ア 組 の 振 動 は 、 通 電 用 ピ ン の み で 、 前 記 実
装 基 板 に 接 合 さ れ 接 合 面 積 が 小 さ い た め 、 振 動 の 伝 わ り を 最 小 限 度 に 抑 え 、 共 振 又 は 共 鳴
を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 又 、 積 層 コ ア と 軸 受 け ハ ウ ジ ン グ と の 同 軸 は 、 同 軸 の 取 れ た 位 置 決 め 用 中 空 の カ ラ ー を
用 い て 行 え ば 、 回 転 子 と の 同 軸 も 取 れ 偏 芯 に よ る 電 磁 音 そ の も の の 発 生 も 防 ぐ こ と が 可 能
で あ る 。 特 に 、 別 部 材 を 使 う 必 要 が な く 本 構 成 の モ ー タ 組 は 、 最 も 安 価 な 偏 向 走 査 装 置 の
提 供 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 電 機 子 巻 線 に 励 磁 を 行 う た め の 通 電 用 ピ ン を 備 え た 前 記 積
層 コ ア 組 に お い て 、 前 記 積 層 コ ア 組 は 、 防 振 部 材 を 介 し て 前 記 固 定 子 又 は 実 装 基 板 に 接 合
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 積 層 コ ア 組 か ら 発 生 す る 振 動 は 、 防 振
部 材 を 介 し て 軸 受 け ハ ウ ジ ン グ 部 又 は 実 装 基 板 に 伝 え ら れ る た め 、 振 動 が 減 衰 し 音 の 共 振
或 は 共 鳴 を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 振 動 源 で あ る 積 層 コ ア の 振 動 を ス ラ ス ト 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 共 に 他 の 部
材 に 伝 え る こ と な く 、 共 振 或 は 共 鳴 を 防 ぎ 、 光 学 偏 向 装 置 の 共 鳴 を 最 小 限 に 留 め る こ と が
可 能 で あ り 、 又 、 構 成 部 品 が 少 な く 、 特 に 特 殊 な 形 状 を 持 っ た 部 品 を 必 要 と し な い た め 、
静 粛 性 を 備 え 、 且 つ 、 安 価 で 汎 用 性 の 高 い 偏 向 走 査 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 １ ＞
　 図 １ は 本 発 明 の 特 徴 を 最 も 良 く 表 す 光 偏 向 器 の 断 面 図 で あ り 、 実 装 基 板 １ ２ 上 に 積 層 コ
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ア 組 １ ９ が 配 置 さ れ 、 積 層 コ ア 組 １ ９ の 内 径 近 傍 に 電 機 子 巻 線 １ ８ に 励 磁 を 行 う た め に 設
け ら れ た 通 電 用 ピ ン ２ ０ を 備 え て い る 。 又 、 実 装 基 板 １ ２ に は 軸 受 ハ ウ ジ ン グ １ ７ が 位 置
決 め 支 承 さ れ て い る 。 積 層 コ ア 組 １ ９ と 径 方 向 に 対 向 す る 位 置 に 駆 動 用 永 久 磁 石 ２ ４ を 有
し 、 そ の 外 周 を ロ ー タ ２ ８ に て 保 持 さ れ た ロ ー タ ユ ニ ッ ト ４ と し て ポ リ ゴ ン 座 ２ ５ に 固 定
さ れ て い る 。 又 、 前 記 ポ リ ゴ ン 座 ２ ５ に は 、 レ ー ザ 光 を 偏 向 す る た め の 回 転 多 面 鏡 ３ の 内
径 が シ ャ フ ト １ ５ と 同 軸 が 取 ら れ て 嵌 合 し て お り 、 ス ラ ス ト 方 向 に ウ ェ ー ブ ワ ッ シ ャ ２ ９
に よ り ポ リ ゴ ン 座 ２ ５ に 押 し 付 け ら れ 、 グ リ ッ プ リ ン グ ３ ０ に よ っ て ス ラ ス ト 方 向 へ 加 圧
保 持 さ れ て い る 。 又 、 回 転 多 面 鏡 ３ の 回 転 保 持 を 行 っ て い る シ ャ フ ト ２ ９ は 、 ス ラ ス ト 受
け ２ ６ に よ り ス ラ ス ト 方 向 の 荷 重 を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 状 態 で 実 装 基 板 １ ２ か ら 積 層 コ ア 組 １ ９ に 巻 装 さ れ て い る 電 機 子 巻 線 １ ８ と 接 合 さ
れ て い る 通 電 用 ピ ン ２ ０ に 電 流 を 印 加 す る こ と に よ り 、 積 層 コ ア 組 １ ９ の 外 周 部 に 磁 場 が
集 中 し 、 こ の 電 流 の 印 加 を 各 位 相 に 順 次 切 り 替 え る こ と に よ り ロ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ３ の 内 側
に 固 定 さ れ た 駆 動 用 永 久 磁 石 ２ ４ に 回 転 力 を 与 え 、 シ ャ フ ト １ ５ を 中 心 に ロ ー タ ユ ニ ッ ト
２ ３ 及 び 回 転 多 面 鏡 ３ が 回 転 す る 。 こ こ で 、 前 記 積 層 コ ア 組 １ ９ は 、 軸 受 け ハ ウ ジ ン グ １
７ の 径 方 向 で は Δ ｒ 、 高 さ 方 向 で は Δ ｈ の 隙 間 を 持 ち 、 実 装 基 板 １ ２ と は 、 高 さ Δ Ｈ の 隙
間 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ は 前 記 隙 間 Δ ｒ ， Δ ｈ ， Δ Ｈ の 説 明 を 行 う 。 図 ２ で は 本 発 明 の た め ロ ー タ ユ
ニ ッ ト ２ ３ を 取 り 外 し た 積 層 コ ア 組 １ ９ 及 び ハ ウ ジ ン グ １ ７ の 斜 視 断 面 図 で あ る 。 尚 、 図
１ と 同 じ 部 品 で 機 能 の 同 じ も の に つ い て は 同 一 番 号 を 符 し 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 Ａ 部 詳 細 図 に 示 さ れ る 通 り 、 前 記 積 層 コ ア 組 １ ９ は 、 通 電 ピ ン ２ ０ の み に よ り
実 装 基 板 １ ２ 上 の 半 田 ラ ン ド ２ ７ に 半 田 付 け で 固 定 さ れ て お り 、 軸 受 け ハ ウ ジ ン グ １ ７ の
径 方 向 で は Δ ｒ 、 高 さ 方 向 で は Δ ｈ の 隙 間 を 持 ち 、 実 装 基 板 １ ２ と は 、 高 さ Δ Ｈ の 隙 間 を
持 ち 通 電 ピ ン ２ ０ 以 外 の 部 分 で 他 の 固 定 子 と は 接 触 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 同 軸 の 取 れ た 中 空 の カ ラ ー ２ ２ を 用 い て 積 層 コ ア 組 １ ９ と 軸 受
け ハ ウ ジ ン グ １ ７ と の 隙 間 に 挿 入 し 、 積 層 コ ア 組 １ ９ を 接 合 す る こ と に よ り 、 同 軸 を と る
こ と も で き 、 電 磁 音 そ の も の の 発 生 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 積 層 コ ア 組 １ ９ が 通 電 ピ ン ２ ０ の み で 実 装 基 板 １ ２ に 接 触 し て い
る た め 、 起 動 時 、 定 常 回 転 時 、 停 止 時 に 発 生 す る 積 層 コ ア 組 １ ９ の 振 動 の 伝 わ り を 実 装 基
板 １ ２ に 伝 え る こ と な く 、 実 装 基 板 １ ２ の 共 振 、 共 鳴 を 防 ぐ 効 果 が あ る と 共 に 、 本 発 明 は
、 部 品 点 数 を 最 小 限 度 に 抑 え て い る た め 、 最 も 安 価 な 光 偏 向 器 を 提 供 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 偏 光 器 を 用 い た 走 査 光 学 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 レ ー ザ ユ
ニ ッ ト １ か ら レ ー ザ 光 Ｌ が 出 射 さ れ 、 シ リ ン ド リ カ ル レ ン ズ ２ に よ っ て 副 走 査 方 向 の み 収
束 し 、 回 転 多 面 鏡 ３ に 照 射 し 主 走 査 方 向 に 長 く 延 び る 焦 線 状 に 結 像 す る 。 こ こ で 、 前 記 回
転 多 面 鏡 ３ は 、 ビ ス １ ３ に て 光 学 フ レ － ム １ ０ に 締 結 さ れ た 光 偏 向 器 ８ 上 に あ り 、 ロ ー タ
ユ ニ ッ ト ４ と 共 に 回 転 可 能 な シ ャ フ ト １ ５ に 固 定 さ れ て お り 、 回 転 に よ り レ ー ザ 光 が 偏 向
可 能 な 構 成 と な っ て い る 。 そ し て 、 回 転 多 面 鏡 ３ の 回 転 に よ っ て 反 射 さ れ 偏 向 走 査 さ れ た
光 束 は 、 ｆ θ レ ン ズ ７ を 通 過 し た 後 、 折 り 返 し ミ ラ ー １ ４ に よ っ て 光 路 が 折 り 返 さ れ 、 感
光 体 ド ラ ム １ １ 上 に 集 光 し て 一 定 速 度 で 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 、 レ － ザ ユ ニ ッ ト １ か ら 出 射 さ れ た レ ー ザ 光 束 は 、 回 転 多 面 鏡 ３ で 反 射 さ れ 、 画 像 領
域 に 入 る 前 に 同 期 検 知 用 光 学 系 （ Ｂ Ｄ レ ン ズ ） ５ に 入 射 し 、 同 期 検 知 器 ６ で 検 知 さ れ 、 同
期 検 知 器 ６ の 検 知 信 号 か ら 所 定 の 遅 延 時 間 後 を 主 走 査 方 向 の 書 き 出 し 開 始 位 置 と す る 。 こ
の と き 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 走 査 光 学 装 置 で は 、 前 記 の よ う に 積 層 コ ア 組 １ ９ が 通 電 ピ ン
２ ０ の み で 実 装 基 板 １ ２ に 接 触 し て い る た め 、 起 動 時 、 定 常 回 転 時 、 停 止 時 に 発 生 す る 積
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層 コ ア 組 １ ９ の 振 動 が 、 実 装 基 板 １ ２ 、 光 学 フ レ ー ム １ ０ へ 伝 わ る こ と を 最 小 限 度 に 抑 え
る こ と が 可 能 と な り 、 共 振 、 共 鳴 を 防 ぐ 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞
　 図 ５ は 電 機 子 巻 線 １ ８ に 励 磁 を 行 う た め の 通 電 用 ピ ン ２ ０ を 備 え た 前 記 積 層 コ ア 組 １ ９
に お い て 、 前 記 積 層 コ ア 組 １ ９ は 、 防 振 部 材 ２ １ を 介 し て 前 記 軸 受 け ハ ウ ジ ン グ １ ７ 及 び
実 装 基 板 １ ０ に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 偏 向 走 査 装 置 を 表 し た 図 で あ る 。 尚 、 図
１ と 同 じ 部 品 で 機 能 の 同 じ も の に つ い て は 同 一 番 号 を 符 し 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 構 成 に よ る と 、 積 層 コ ア 組 １ ９ に 発 生 す る 振 動 は 防 振 部 材 ２ １ に よ り 吸 収 さ れ 、 軸 受
け ハ ウ ジ ン グ １ ７ 、 実 装 基 板 １ ０ 、 光 学 フ レ ー ム １ ２ に 伝 わ る 量 が 軽 減 さ れ る た め 、 モ ー
タ 起 動 時 、 定 常 回 転 時 、 停 止 時 に 発 生 す る 積 層 コ ア 組 １ ９ の 振 動 の 伝 わ り を 最 小 限 度 に 抑
え て 共 振 及 び 共 鳴 を 防 ぐ こ と が で き る 。 尚 、 防 振 材 ２ １ を 入 れ る 箇 所 は 、 特 に 軸 受 け ハ ウ
ジ ン グ １ ７ 及 び 実 装 基 板 １ ２ を 含 む 固 定 子 の ス ラ ス ト 方 向 又 は ラ ジ ア ル 方 向 の 何 れ か 一 方
の み で も 良 い 。 又 、 本 実 施 の 形 態 で 挙 げ る 防 振 部 材 ２ １ と は 、 部 材 に 限 っ た も の で は な く
、 硬 化 後 弾 性 を 持 っ た 接 着 剤 等 の 補 材 を 充 填 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 振 動 の 伝 わ り を 抑 え る こ と が 可 能 と な り 共 振 、 共 鳴 を 防 ぐ こ と が で き
る と 同 時 に 、 防 振 部 材 を 介 し て 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る た め 、 組 付 作 業 の 簡 素 化 が 可 能 で
あ り 、 且 つ 、 ば ら つ き の 少 な い 安 定 し た 製 品 の 供 給 を 行 え る 効 果 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 レ ー ザ ビ ー ム プ リ ン タ ー 等 に お い て レ ー ザ ビ ー ム を 偏 向 走 査 す る た め の 偏 向
走 査 装 置 に 対 し て 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 光 偏 向 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 実 装 基 板 と 積 層 コ ア 組 及 び 軸 受 ハ ウ ジ ン グ の 斜 視 断
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を カ ラ ー （ 同 軸 用 治 工 具 ） を 用 い て 組 み 付 け を 行 っ て い る
状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 光 偏 向 走 査 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 実 装 基 板 と 積 層 コ ア 組 及 び 軸 受 ハ ウ ジ ン グ の 斜 視 断
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 　 レ ー ザ ユ ニ ッ ト
　 ２ 　 　 シ リ ン ド リ カ ル レ ン ズ
　 ３ 　 　 回 転 多 面 鏡
　 ４ 　 　 ロ ー タ ユ ニ ッ ト
　 ５ 　 　 同 期 検 知 用 光 学 系
　 ６ 　 　 同 期 検 知 器
　 ７ 　 　 ｆ θ レ ン ズ
　 ８ 　 　 光 偏 向 器
　 ９ 　 　 ミ ラ ー 押 さ え バ ネ
　 １ ０ 　 　 光 学 フ レ ー ム
　 １ １ 　 　 感 光 ド ラ ム
　 １ ２ 　 　 実 装 基 板
　 １ ３ 　 　 ビ ス
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　 １ ４ 　 　 折 返 し ミ ラ ー
　 １ ５ 　 　 シ ャ フ ト
　 １ ６ 　 　 積 層 コ ア
　 １ ７ 　 　 軸 受 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ８ 　 　 電 気 子 巻 線
　 １ ９ 　 　 積 層 コ ア 組
　 ２ ０ 　 　 通 電 用 ピ ン
　 ２ １ 　 　 防 振 部 材
　 ２ ２ 　 　 カ ラ ー （ 同 軸 用 治 工 具 ）
　 ２ ３ 　 　 回 転 子
　 ２ ４ 　 　 駆 動 用 永 久 磁 石
　 ２ ５ 　 　 ポ リ ゴ ン 座
　 ２ ６ 　 　 ス ラ ス ト 受 け
　 ２ ７ 　 　 半 田 用 ラ ン ド
　 ２ ８ 　 　 ロ ー タ
　 ２ ９ 　 　 ウ ェ ー ブ ワ ッ シ ャ
　 ３ ０ 　 　 グ リ ッ プ リ ン グ
　 １ ０ １ 　 モ ー タ
　 １ ０ ２ 　 ス テ ー タ ア セ ン ブ リ
　 １ ０ ３ 　 コ 字 状 断 面 部 分 （ 振 動 伝 播 制 御 部 ）
　 １ １ ０ 　 モ ー タ 取 付 用 の 支 持 基 板
　 １ １ １ 　 レ ン ズ ユ ニ ッ ト
　 １ １ ２ 　 ユ ニ ッ ト ケ ー ス
　 １ １ ３ 　 ロ ー タ ア セ ン ブ リ
　 １ １ ４ 　 ポ リ ゴ ン ミ ラ ー
　 １ ２ ２ 　 モ ー タ フ レ ー ム
　 １ ２ ３ 　 環 状 フ ラ ン ジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2005-181715 A 2005.7.7



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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